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下縁平面角および下顎角（Go A.）において負の相関（r=  
-0.453 および-0.610）、下顎下縁平面に対する下顎中切歯歯軸角（L1-Mp）において正の相関（r=   
 0.387）、線計測項目である前頭蓋底長（S-N）および下顎骨体長（Go-Me）において正の相関（r= 










































を用いた。得られた全てのスライス画像は MRI 解析ソフトウェアおよび 3D医用画像処理ワークステーショ
ンを用いて咬筋の断面を抽出し，各スライス画像の総和を体積として評価した。側面頭部エックス線規格写
真は，側面頭部エックス線規格写真撮影装置を用いて撮影し，セファログラム分析ソフトにて評価した。統
計処理では，顎顔面骨格形態計測項目と最大咬合力，最大振幅値，咬筋容積との比較にはピアソンの相関係
数を用いた。有意水準は 5%に設定し評価した。 
 
 顎顔面骨格形態と最大咬合力，最大振幅値および咬筋容積との相関を調べた結果，最も相関が多く認
められた咬筋容積における顎顔面骨格形態計測項目に着目した。顎顔面骨格形態と咬筋容積において相関
を示した 5つの顎顔面骨格形態計測項目のうち，下顎角（Go A.）が最も絶対値の大きい負の相関が認められ
た。習慣的な筋機能は咬筋の活動を含むため，咬筋の付着部位である Go A.において絶対値の大きい相関が認
められたと考えられる。前頭蓋底長（S-N）および下顎骨体長（Go-Me）おいては機械的刺激が骨構造のリモ
デリングに影響するとの過去の報告から咀嚼筋の付着部位に近い頭蓋底と下顎骨の形態が筋機能を反映して
いる可能性があると考えられる。また下顎下縁平面に対する下顎中切歯歯軸角（L1-Mp）において正の相関が
認められたことは，咬筋の大きさおよび咬合時の大きさは下顎前歯において反映されるとの過去の報告と一
致した。以上のことから，顎顔面骨格形態と咬筋の機能力には関連性があり，側面頭部エックス線規格写真
から筋機能に関連する情報が得られる可能性が示唆された。 
 
 今回得られた結果より，筋機能を利用した矯正歯科治療を行なう場合に利用し得る機能関連情報が得られ
ることが示唆された。よって，審査委員会は本論文に博士（歯学）の学位論文としての価値を認める。 
